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Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク

ラ
イ
ス
ラ
ー
、
Ｖ
Ｗ
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ト
ヨ

タ
、
日
産
。
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
現

地
生
産
す
る
自
動
車
ビ
ッ
グ
７
企
業
。

国
際
連
合
の
決
議
に
基
づ
く
経
済
制
裁

僕
は
訝
り
ま
し
た
。
果
た
し
て
帳
尻
が

合
う
の
だ
ろ
う
か
と
。

　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
は
忌
む
べ
き
制
度

と
声
高
に
唱
和
す
る
一
方
で
撤
退
し
な

か
っ
た
理
由
は
単
純
明
快
。
自
動
車
の

触
媒
に
不
可
欠
な
白プ
ラ
チ
ナ金
の
75
％
強
は
南

ア
で
産
出
さ
れ
ま
す
。
残
り
約
20
％
は

当
時
の
ソ
連
、
現
在
の
ロ
シ
ア
で
産
出
。

南
ア
の
み
が
安
定
供
給
国
だ
っ
た
自
由

主
義
圏
は
、
そ
の
〝
保
険
料
〞
と
し
て

操
業
し
続
け
た
の
で
す
。

　

居
住
移
転
、
職
業
選
択
、
参
政
権
。

何
れ
の
権
利
も
ブ
ラ
ッ
ク
ア
フ
リ
カ
ン

に
は
付
与
せ
ず
、
白
人
と
非
白
人
を
区

別
し
た
人
種
隔
離
政
策
が
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
。
星
霜
を
経
て
１
９
９
４
年
に
全

人
種
参
加
の
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
ネ

ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
が
新
憲
法
の
下
で

大
統
領
に
就
任
。
誰
も
が
肯
定
し
得
ぬ

「
大
文
字
の
差
別
」
た
る
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
は
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

　

が
、
そ
の
後
に
訪
れ
た
の
は
皮
肉
に

も
「
小
文
字
の
差
別
」
で
し
た
。
コ
サ

族
、
ズ
ー
ル
ー
族
、
ツ
ワ
ナ
族
を
始
め

と
す
る
人
口
の
８
割
を
占
め
る
バ
ン
ト

ゥ
ー
系
民
族
10
部
族
間
の
抗
争
が
激
化
。

而
し
て
「
名
誉
白
人
」
化
し
た
巨
大
与

党
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
＝
Ａ
Ｎ
Ｃ
、
南

ア
フ
リ
カ
労
働
組
合
＝
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｕ

幹
部
は
、
嘗
て
の
黒
人
居
住
区
ソ
ウ
ェ

ト
の
〝
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
〞
と
呼
ば
れ

る
一
廓
に
邸
宅
を
構
え
、
他
方
で
白
人

の
路
上
生
活
者
も
首
都
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

グ
で
散
見
さ
れ
る
昨
今
で
す
。

　

各
国
の
大
統
領
、
首
相
が
参
列
す
る

中
、
主
要
国
の
中
で
日
本
の
み
「
鈍
感

力
」
を
発
揮
し
て
代
理
出
席
に
留
め
た

一
昨
年
12
月
10
日
、
巨
大
サ
ッ
カ
ー
競

技
場
で
開
催
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

追
悼
式
典
で
は
、〝
な
あ
ん
ち
ゃ
っ
て

手
話
通
訳
〞
以
外
に
も
象
徴
的
な
瞬
間

が
生
起
し
ま
す
。
英
国
「
ザ
・
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン
」
紙
か
ら
引
用
し
ま
す
。

「
隣
国
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
ロ
バ
ー
ト
・
ム

ガ
ベ
大
統
領
が
到
着
す
る
と
黒
人
の
参

列
者
が
歓
呼
の
声
を
上
げ
、
自
国
南
ア

の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ズ
マ
大
統
領
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
ブ
ー
イ
ン

グ
の
怒
号
に
包
ま
れ
た
」。

　

１
９
８
０
年
に
独
立
を
果
た
し
た
ジ

ン
バ
ブ
エ
の
首
相
と
し
て
南
ア
に
先
駆

け
、
旧
ロ
ー
デ
シ
ア
時
代
か
ら
の
白
人

と
協
調
し
て
ポ
ス
ト
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
政
策
を
進
め
た
20
年
間
、
欧
米
で
の

ム
ガ
ベ
の
覚
え
は
め
で
た
く
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
有
力
候
補
と
な
り
ま
す
。
が
、

奇
し
く
も
僕
が
山
国
の
知
事
に
就
任
し

た
２
０
０
０
年
、
白
人
専
有
の
農
地
を

先
住
民
た
る
黒
人
に
返
還
す
る
農
地
改

革
に
彼
が
着
手
す
る
や
「
悪
逆
無
比
の

独
裁
者
」
と
し
て
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
が

報
じ
始
め
、
程
な
く
国
際
的
制
裁
が
ジ

ン
バ
ブ
エ
に
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
に
は
独
自
通
貨
の
ジ
ン

バ
ブ
エ
・
ド
ル
が
発
行
停
止
に
追
い
込

ま
れ
、
現
在
は
「
法
定
通
貨
」
と
し
て

米
ド
ル
と
南
ア
・
ラ
ン
ド
が
市
中
で
流

通
。
に
も
拘
ら
ず
「
独
裁
者
」
は
マ
ン

デ
ラ
追
悼
式
典
の
一
般
参
会
者
か
ら
快

哉
を
叫
ば
れ
、
逆
に
「
喪
主
」
た
る
ズ

マ
は
罵
声
を
浴
び
た
の
で
す
。
何
故
で

し
ょ
う
？　

現
在
で
も
南
ア
で
は
、
そ

の
９
割
を
占
め
る
白
人
所
有
農
地
が
未

だ
手
付
か
ず
状
態
。
そ
の
厳
然
た
る
事

実
を
も
知
る
と
、
得
心
し
ま
す
。

「
今
日
の
南
ア
は
、
経
済
改
革
が
政
治

改
革
と
切
り
離
し
て
行
わ
れ
た
時
に
何

が
起
こ
る
か
を
示
す
、
生
き
た
証
と
な

っ
て
い
る
。
政
治
的
に
は
、
国
民
は
選

挙
権
と
市
民
的
自
由
、
多
数
決
原
理
を

与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
的
に
は
ブ

ラ
ジ
ル
を
上
回
る
世
界
最
大
の
経
済
格

差
が
存
在
し
て
い
る
」。『
シ
ョ
ッ
ク
・

ド
ク
ト
リ
ン
』
で
の
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ

ン
の
看
破
で
す
。
故
に
、
ネ
ル
ソ
ン
・

マ
ン
デ
ラ
の
足
元
に
も
及
ば
ぬ
理
念
な

き
ズ
マ
政
権
は
、
同
様
に
様
々
な
「
小

文
字
の
差
別
」
を
黙
認
し
続
け
る
国
内

外
の
「
政
官
業
学
報
」
と
持
ち
つ
持
た

れ
つ
の
関
係
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
。　

を
南
ア
が
受
け
、
国
外
へ
の
輸
出
も
儘

な
ら
な
か
っ
た
時
代
か
ら
の
進
出
で
す
。

今
か
ら
29
年
前
、
人
口
３
３
０
０
万
人

の
南
ア
は
ウ
ガ
ン
ダ
や
イ
ラ
ク
と
同
規

模
。
写
真
家
の
立
木
義
浩
氏
と
訪
れ
た 「アパルトヘイト」

★
次
号
4
月
号
の
発
行
日
は
３
月
27
日
（
第
４
金
曜
日
）
で
す
。


